




















































































































































































































































































































 

5.1.6-619 

（ab）サンコウチョウ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部

(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.3%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ac）コシアカツバメ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「草地」、「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、「自然裸地」、「人工

裸地」、「市街地等」、「開放水域（本川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「草地」、「草地（高茎草

地）」、「自然裸地」、「人工裸地」、「市街地等」、「開放水域（本川）」の一部(約 3.0%)が

改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度（約 47.0%）が一定期間

冠水する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 12.9%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予

測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長
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期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「草地」、「草地（高

茎草地）」、「自然裸地」、「人工裸地」、「市街地等」、「開放水域（本川）」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度

が冠水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木

群落を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度

等の環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本

種の主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一

時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。一方、直接改変等以

外の影響(水質の変化、河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ
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る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。  
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（ad）ヤブサメ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「低木林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」の一部(約 0.9%)

が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.9%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.1%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」の一部が

改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ae）エゾムシクイ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部

(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.3%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（af）センダイムシクイ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「川辺林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」の一部(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.4%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さ

なくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ag）キバシリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」で

あると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部(約 0.8%)が改変さ

れる。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.1%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.2%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部が改変され、

これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ah）ミソサザイ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」の一部(約 0.7%)

が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.4%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.8%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」の一部が

改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられ

る。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ai）カワガラス 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「開放水域（本川）」、「開

放水域（支川）」の一部(約 2.6%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 なお、予測地域周辺で本種の営巣・繁殖が確認されている。本種のつがいごとの直

接改変の影響については、「5.1.8 生態系上位性（河川域）」を参照。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多く（約 68.8%）が一定期間冠水

する。 

 ただし、冠水していた本種の主要な生息環境は「開放水域（本川）」、「開放水域（支

川）」であり、試験湛水後は元の状態に戻ると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、生息

環境の変化は小さいと考えられる。 

 本種のつがいごとのダム洪水調節地の環境の影響については、「5.1.8 生態系上位性

（河川域）」を参照。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息
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環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 本種のつがいごとの建設機械の稼働等の影響については、「5.1.8 生態系上位性（河

川域）」を参照。 

 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予

測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長

期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 
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■流況の変化による生息環境の変化 

【土地または工作物の存在及び供用】 

供用後の洪水調節による流量の減少や洪水頻度の低下に伴い、下流河川の植生が受

ける冠水頻度が変化することで河岸植生が変化し、本種が餌生物とする生物種の生息

環境が変化する可能性があると考えられる。 

「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、5年確率規模以上の洪

水時の水位は低下するものの、水際植生が冠水する 3 年～5 年確率規模の洪水時の水

位の変化は小さく、その背後に位置する群落は現況においてもほとんど冠水による影

響を受けていないことから、下流河川の河岸植生は維持されると考えられる。 

 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

■河川の連続性の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

ダムの堤体の工事等に伴い、流水が仮排水路トンネルに迂回することにより、河川

の連続性が変化する可能性があると考えられる。 

「5.1.8 生態系」に示すとおり、大戸川、田代川及び水越川において 8つがいの生

息が確認されており、うち 2 つがいがダム堤体の上下流に位置しているが、それぞれ

の行動圏にダム堤体は含まれていないため、行動圏の連続性は維持されると考えられ

る。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

ダムの堤体の存在により、河川の連続性が変化する可能性があると考えられる。 

「5.1.8 生態系」に示すとおり、大戸川、田代川及び水越川において 8つがいの生

息が確認されており、うち 2 つがいがダム堤体の上下流に位置しているが、それぞれ

の行動圏にダム堤体は含まれていないため、行動圏の連続性は維持されると考えられ

る。 

 本種のつがいごとの直接改変等以外の影響については、「5.1.8 生態系上位性（河川

域）」を参照。 
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e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「開放水域（本川）」、

「開放水域（支川）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多くが冠

水するが、試験湛水終了後には元の状態に戻る。なお洪水調節に伴う一時的な冠水で

は本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。なお、その他の 直接

改変等以外の影響(水質の変化、流況の変化、 河床の変化  、河川の連続性の変化)に

伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 一方、予測地域及びその周辺で確認されている 8 つがいのうち 5 つがいでは、試験

湛水に伴う一定期間の冠水及びダム洪水調節に伴う一時的な冠水並びに直接改変以外

(建設機械の稼働等)により、生息環境の変化及び繁殖活動への影響が生じる可能性が

考えられる。本種のつがいごとの予測については、「5.1.8 生態系上位性（河川域）」

に示す。 

 これらのことから、本種はダム洪水調節地の環境及び直接改変等以外(建設機械の稼

働等)の影響を受けると考えられる。 
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（aj）トラツグミ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部

(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.3%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回
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程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ak）クロツグミ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部

(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.3%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（al）コルリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」で

あると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部(約 0.8%)が改変さ

れる。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.1%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.2%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部が改変され、

これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（am）ルリビタキ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「その他植林」、「川辺林」、「低木林」、「竹林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」、「低木林」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 8.1%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.9%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程



 

5.1.6-657 

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」、「低木林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（an）コサメビタキ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「川辺林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「川辺林」の一部(約 0.7%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 5.6%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.3%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程
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度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「川辺林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ao）キビタキ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の一部

(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.3%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」の

一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ap）オオルリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「川辺林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」の一部(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.4%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さ

なくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（aq）カヤクグリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「その他植林」、「川辺林」、「低木林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」、「低木林」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.9%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.7%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」、「低木林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境

として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（ar）ビンズイ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「低木林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木

林」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.8%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.7%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「低木林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さ

なくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（as）ベニマシコ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「低木林」、「草地」、「草

地（高茎草地）」の一部(約 6.6%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度（約 45.3%）が一定期間

冠水する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 34.8%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程
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度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「低木林」、「草地」、

「草地（高茎草地）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度

が冠水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木

群落を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度

等の環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本

種の主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一

時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及び直接

改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられる。また、ダム洪水調節地の環

境の変化による生息環境の変化についても、試験湛水後の植生遷移の過程において、

回復するものと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（at）ウソ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「低木林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「低木林」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.2%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.6%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程
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度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「低木林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生

息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（au）アオジ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「その他植林」、「川辺林」、「低木林」、「竹林」、「草地」、「草地（高茎

草地）」、「市街地等」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」、「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「市街地等」の一部(約 1.0%)が改変され

る。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 9.6%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.8%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■建設機械の稼働等に伴う生息環境の変化 

【工事の実施】 

 事業の実施に伴い、工事区域(ダム堤体、施工設備、工事用道路及び付替道路)及び

その近傍では作業員の出入りや車両の通行、建設機械の稼働に伴う騒音等による生息

環境の変化があると考えられる。このことから、これらの区域は本種の主要な生息環

境として適さなくなると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」、「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「市街地等」の一部が改変され、

これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(建設機械の稼働等)により、工事区域及びその近傍は本種の

主要な生息環境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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3) 爬虫類の重要な種 

（a）ニホンイシガメ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「農耕地（水田）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」、「開放水域（止水域）」で

あると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「開放水域（本川）」、「開

放水域（支川）」の一部(約 2.5%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多く（約 66.4%）が一定期間冠水

する。 

 ただし、本種の主要な生息環境のうち冠水していた環境は「開放水域（本川）」、「開

放水域（支川）」であり、試験湛水後は元の状態に戻ると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 
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d）直接改変等以外 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予

測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長

期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 



 

5.1.6-685 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「開放水域（本川）」、

「開放水域（支川）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境と

して適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多くが冠

水するが、試験湛水終了後には元の状態に戻る。なお洪水調節に伴う一時的な冠水で

は本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(水質の変化、河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-687 

（b）ニホンスッポン 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「開放水域（本川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「開放水域（本川）」の一

部(約 3.3%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多く（約 72.2%）が一定期間冠水

する。 

 ただし、本種の主要な生息環境のうち冠水していた環境は「開放水域（本川）」であ

り、試験湛水後は元の状態に戻ると考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、生息

環境の変化は小さいと考えられる。 

  



 

5.1.6-688 

d）直接改変等以外 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予

測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長

期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

  



 

5.1.6-689 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「開放水域（本川）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると

考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多くが冠

水するが、試験湛水終了後には元の状態に戻る。なお洪水調節に伴う一時的な冠水で

は本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(水質の変化、河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-691 

（c）トカゲ属 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「市街地等」で

あると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺

林」、「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「市街地等」の一部(約 1.1%)が改変され

る。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 9.4%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.6%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 



 

5.1.6-692 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」、「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「市街地等」の一部が改変され、

これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム

洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-694 

（d）ジムグリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「川辺林」、「低木林」、「草地（高

茎草地）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「川辺林」、「低木林」、「草地（高茎草地）」の一部(約 1.0%)

が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.9%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.2%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「川辺林」、「低木林」、「草地（高茎草地）」の一部

が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えら

れる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム

洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（e）ヒバカリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「川辺林」、「低木林」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「川辺林」、「低木林」の

一部(約 9.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度（約 44.0%）が一定期間

冠水する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 19.6%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程
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度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「川辺林」、「低木

林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくな

ると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の半分程度

が冠水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木

群落を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度

等の環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本

種の主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一

時的な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム

洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-700 

（f）ヤマカガシ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木

林」、「農耕地（水田）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木林」の一部(約 0.9%)が改

変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.7%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.9%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木林」の一部が改変さ

れ、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム

洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（g）ニホンマムシ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「川辺林」、「低木林」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木林」の一

部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.9%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.1%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「低木

林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくな

ると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変及びダム

洪水調節地の環境の変化による生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-706 

 

4) 両生類の重要な種 

（a）アカハライモリ 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、「開放水域（支川）」、「開放水域（止水域）」である

と推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「開放水域（支川）」の一

部(約 0.7%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 6.6%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.8%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、
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回復するものと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予

測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長

期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「開放水域（支川）」

の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると

考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(水質の変化、河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと

考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。  





 

5.1.6-710 

（b）ニホンヒキガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、

「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」の一部(約 0.7%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 5.8%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.6%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回
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程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 6.0%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（c）ヒキガエル属 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、

「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」の一部(約 0.7%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 5.8%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.6%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回
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程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 6.0%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主

要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（d）タゴガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「低木林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「開放水域（本川）」、「開放

水域（支川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」、「草地」、「草地

（高茎草地）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部(約 1.0%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 9.4%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.1%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 5.9%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」、「草地」、

「草地（高茎草地）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部が改変され、こ

れらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（e）ヤマアカガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、「開放水域（止

水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」の一部(約 0.7%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 5.5%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.3%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回
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程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 6.0%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境とし

て適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（f）アカガエル属 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「農耕地（水

田）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「草地（高茎草地）」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.0%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.7%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回
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程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 6.0%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「草地（高茎草地）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の

主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の多くが冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-725 

（g）トノサマガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノ

キ・サワラ植林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、

「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「草地」、

「草地（高茎草地）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部(約 0.9%)が改変

される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 9.8%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.4%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 



 

5.1.6-726 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 6.1%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「アカマツ植林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、

「草地」、「草地（高茎草地）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部が改変

され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-728 

（h）ツチガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「農耕地（水田）」、

「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の

一部(約 0.8%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 7.5%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 3.5%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程



 

5.1.6-729 

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 5.7%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支

川）」の一部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくな

ると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 

  





 

5.1.6-731 

（i）シュレーゲルアオガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「草地」、

「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、「開放水域（本川）」、「開放水

域（支川）」、「開放水域（止水域）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、

「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 8.7%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.7%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程



 

5.1.6-732 

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 5.8%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「川辺林」、「草地」、「草地（高茎草

地）」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（j）モリアオガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」、「竹林」、

「草地（高茎草地）」、「草地（湿原）」、「農耕地（水田）」、「開放水域（止水域）」である

と推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」、「草地（高茎草地）」の一部(約

1.0%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 8.1%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 5.2%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 
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【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程

度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 5.9%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「低木林」、「草地（高茎草地）」の一

部が改変され、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考え

られる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化)により、

改変区域及びその近傍は本種の生息環境として適さなくなると考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。 
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（k）カジカガエル 

 

a）生息環境 

 現地調査の結果及び既存の知見から、調査地域における本種の主要な生息環境は、

「落葉広葉樹林」、「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「草地」、「草地（高

茎草地）」、「自然裸地」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」であると推定される。 

 調査により得られた本種の確認地点、推定される生息環境及び事業計画を重ね合わ

せた結果を以下の図に示す。 

 

 

b）直接改変 

■生息地の消失又は改変 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム堤体及び付替道路等の工事又は存在により、本種の主要な生息環境と推定され

た地域のうち、事業実施区域及びその周辺の区域に分布する「落葉広葉樹林」、「常緑

針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「自然裸地」、

「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部(約 0.9%)が改変される。 

 このことから、これらの改変区域は本種の主要な生息環境として適さなくなると考

えられる。 

 

c）ダム洪水調節地の環境 

【工事の実施】 

 試験湛水により、ダム洪水調節地はサーチャージ水位（標高約 249.2m）まで水位が

上昇する。試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部（約 8.7%）が一定期間冠水

する。 

 試験湛水によってダム洪水調節地の植生には一定の変化が生じると考えられるが、

冠水期間及び耐冠水日数により変化の程度が異なると考えられる。低標高の植生は、

試験湛水による冠水期間が比較的長くなることから、変化の程度が比較的大きくなる

可能性があり、一方、冠水期間が比較的短くなる高標高の植生は一部が維持される可

能性がある。このため、試験湛水期間が長い年の流況では、本種の主要な生息環境の

一部（約 4.7%）に影響が生じると考えられる。ただし、ダム洪水調節地には試験湛水

前の植生基盤が残存し、埋土種子等の存在や周辺からの種子供給等が期待できる。こ

のため、試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた草地、低木林及び高木林等の植生に遷移するものと考えられる。こ

の遷移過程において、試験湛水により影響が生じた本種の主要な生息環境についても、

回復するものと考えられる。 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 ダム供用後、ダム洪水調節地のダム堤体付近は、洪水調節に伴って、10年に 1回程
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度の発生規模の出水時に約 12時間、既往最大規模の出水時に約 46時間、200年に 1回

程度の発生規模の出水時に約 75 時間冠水する。冠水範囲については、10 年に 1 回程

度の発生規模の出水時に標高約 219mまで、既往最大規模の出水時に標高約 243mまで、

200年に 1回程度の発生規模の出水時に標高約 248mまで冠水する。 

 試験湛水後に本種の主要な生息環境が回復した時点において、洪水調節による冠水

期間は、200年に 1回程度の発生規模の洪水時であっても約 75時間程度であり、樹種

の耐冠水日数と標高ごとの冠水期間を踏まえた生育状態の変化が小さいことから、生

息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

d）直接改変等以外 

■改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化による生息環境の変化 

【工事の実施・土地又は工作物の存在及び供用】 

 事業の実施による改変区域及び試験湛水時に変化が生じた植生から 50m の範囲には、

推定された本種の主要な生息環境の一部（約 5.7%）が分布している。これらの環境は、

樹木伐採及び植生変化に伴い、林縁的な環境となり、日照時間が変化する等の生息環

境の変化があると考えられる。このことから、これらの改変区域付近は本種の生息環

境として適さなくなる可能性があると考えられる。 

 

■水質の変化による生息環境の変化 

【工事の実施】 

 工事等に伴う水の濁り(SS)及び水素イオン濃度(pH)の変化、試験湛水に伴う SS、水

温、富栄養化、溶存酸素量の変化により、本種の餌生物の生息環境が変化する可能性

があると考えられる。 

 試験湛水以外の期間は、「5.1.4 水質」に示すとおり、工事区域周辺の水域における

工事中の SS 及び pH はダム建設前と比べ同程度と予測したことから、工事の実施に伴

う水の濁り等の変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 試験湛水の期間には、「5.1.4 水質」に示すとおり、SSについては、ダム洪水調節地

内ではダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に伴う SSの変化による

本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 水温については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水時に一時的に貯水すること

でダム建設前と比べて、秋季から冬季に水温上昇、冬季から春季に水温低下が生じる

と予測した。一時的に本種の生息環境が変化すると考えられるが、水温の変化が想定

されるのは試験湛水時の 1 回に限られることから、長期的には本種の餌生物の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 富栄養化については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地内

における COD の平均値は、ダム建設前と比べ同程度と予測したことから、試験湛水に

伴う COD及び BODの変化による本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 溶存酸素量については、「5.1.4 水質」に示すとおり、試験湛水中のダム洪水調節地

内における DOはダム建設前と比べ低下するものの、環境基準値の超過は生じないと予
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測した。また、DO の変化が想定されるのは試験湛水時の 1回に限られることから、長

期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 これらのことから、工事の実施に伴う水質の変化による本種の餌生物の生息環境の

変化は小さいと考えられる。 

 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴い、水の濁り(SS)が変化することにより、本種の餌生物の生息環境が変化

する可能性があると考えられる。 

 「5.1.4 水質」に示すとおり、洪水調節を行うような規模の出水において、洪水後

期の水位低下時に、一時貯留時に堆積した濁質が巻き上がり、洪水調節地の SSが増加

する場合があるものの、一時的な変化であり、上昇が収束した後には本種の餌生物の

生息環境が回復すると考えられる。 

 このことから、洪水後期の水位低下時に一時的に本種の餌生物の生息環境が変化す

ると考えられるが、長期的には本種の餌生物の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 

■河床の変化による生息環境の変化 

【土地又は工作物の存在及び供用】 

 供用に伴う土砂供給の変化により河床が変化することで、本種の生息環境が変化す

る可能性があると考えられる。 

 「5.1.8 生態系典型性（河川域）」の予測結果に示すとおり、ダム洪水調節地内及び

ダム下流河川の河床高は、ダムの整備による変化は小さいと考えられる。ダム洪水調

節地内及び下流河川の河床材料は、ダムの整備後に河床材料の構成比率が変化するも

のの、砂、礫、石等多様な粒径の河床構成材料は維持されることから、本種の生息環

境の変化は小さいと考えられる。 

 

e）まとめ 

 直接改変により、本種の主要な生息環境と推定された地域のうち「落葉広葉樹林」、

「常緑針葉樹林」、「スギ・ヒノキ・サワラ植林」、「草地」、「草地（高茎草地）」、「自然

裸地」、「開放水域（本川）」、「開放水域（支川）」の一部が改変され、これらの改変区域

は本種の主要な生息環境として適さなくなると考えられる。 

 ダム洪水調節地の環境により、試験湛水期間中は本種の主要な生息環境の一部が冠

水する。試験湛水により植生変化が生じた箇所は、短期的には、草本群落や低木群落

を中心とする植生に遷移し、長期的には、それぞれ場所の地形、土壌、冠水頻度等の

環境条件に応じた植生に遷移するものと考えられる。この遷移過程において、本種の

主要な生息環境についても、回復するものと考えられる。なお洪水調節に伴う一時的

な冠水では本種の生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 直接改変等以外の影響(改変区域付近及び土地又は工作物付近の環境の変化、水質の

変化、河床の変化)に伴う生息環境の変化は小さいと考えられる。 

 予測地域内には本種の主要な生息環境が広く残存することから、直接改変、ダム洪



 

5.1.6-740 

水調節地の環境の変化及び直接改変等以外による生息環境の変化は小さいと考えられ

る。 

 これらのことから、本種の生息は維持されると考えられる。  






